
こ
こ
数
年
、
地
球
規
模
で
気
候
変
動
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は

六
月
か
ら
真
夏
日
を
記
録
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
命
に
関
わ
る
よ
う

な
異
常
な
高
温
が
続
い
て
い
ま
す
。

八
月
は
お
盆
月
と
も
言
わ
れ
、
祖
先
の
霊
を
祀
る
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
本
人
の
家
庭
の
宗
教
は
九
割
近
く
が
仏
教
で
す
。
仏
教
に
は
元
来
、

祖
先
を
供
養
す
る
と
い
う
教
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
仏

教
が
日
本
に
伝
来
し
、
日
本
民
族
の
固
有
の
信
仰
で
あ
る
神
社
神
道
の

祖
霊
祭
祀
を
取
り
入
れ
る
事
で
、
広
く
布
教
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

迎
え
火
を
焚
き
、
祖
先
の
霊
を
お
迎
え
し
、
親
類
・
縁
者
が
集
っ
て
祖

霊
を
も
て
な
し
、
送
り
火
を
焚
い
て
お
送
り
し
ま
す
。
最
近
は
少
な
く

な
っ
た
「
盆
踊
り
」
や
観
光
化
し
て
い
る
「
花
火
」
も
祖
霊
を
慰
め
る

行
事
で
す
。

ま
た
、
本
年
は
終
戦
八
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
先
の
大
戦

で
散
華
さ
れ
た
飯
岡
地
区
三
百
五
十
余
柱
の
英
霊
に
、
感
謝
の
誠
を
捧

げ
る
こ
と
は
、
平
和
の
世
の
中
で
暮
ら
す
我
々
の
務
め
で
も
あ
り
ま
す
。

「
祖
先
を
大
切
に
し
、
祖
先
を
偲
ぶ
こ
と
が
人
間
と
し
て
最
も
大
切
で

あ
る
」
と
い
う
日
本
人
の
心
に
根
ざ
し
た
信
仰
を
子
や
孫
の
世
代
に
伝

え
て
い
く
事
が
、
欧
米
化
し
た
物
質
主
義
か
ら
日
本
人
ら
し
さ
を
取
り

戻
す
た
め
に
は
大
切
な
事
で
す
。

今
月
の
行
事

一
日

八
朔
（
田
の
実
の
節
句
＝
初
穂
献
上
）

七
日

立
秋

一
一
日

山
の
日
（
祝
日
）

一
三
日

盆
・
迎
え
火

一
五
日

終
戦
記
念
日

戦
没
者
慰
霊
祭
（
玉
﨑
神
社
・
慰
霊
塔

七
時
～
）

一
六
日

盆
・
送
り
火

二
一
日

海
匝
銚
支
部
神
職
会
議
・
総
代
会
理
事
会

二
三
日

処
暑

三
一
日

二
百
十
日
（
風
祭
）

＊
玉
﨑
神
社

正
月
例
祭
（
一
月
十
五
日
）
の
御
的
神
事
で
、

お

ま

と

し

ん

じ

年
の
後
半
は
「
水
・
風
を
侮
る
べ
か
ら
ず
」
の
御
託
宣
。

ご
た
く
せ
ん

渇
水
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
に
注
意
！


